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田
尻
町
の
青
木
洋
さ
ん
（
５３
）
が

一
九
七
四

年
、

単
独
世
界

一
周
航
海
を
達
成
し
た
後
、

吹

田
市
の
万
博
記
念
公
園
内
に
展
示
さ
れ
て
い

た
ヨ
ッ
ト

「
信
天
翁
二
世
号
」
の
修
復
工
事

が
終
わ
り
、

九
日
、

同
公
園
で
記
念
式
典
が
開

か
れ
た
。

当
時
の
輝
き
を
取
り
戻
す
た
め
募

金
活
動
に
奔
走
し
た
若
者
の

一
人
は
今
年
八

月
、

太
平
洋
横
断
に
挑
戦
す
る
と
い
い
、

参
加

し
た
青
木
さ
ん
は
「
あ
ほ
な
こ
と
は
や
め
ろ
、

と
周
囲
に
笑
わ
れ
た
の
で
名
付
け
た
。

そ
の

ヨ
ッ
ト
が
今
も
若
者
を
勇
気
づ
け
て
い
る
と

思
う
と
、

う
れ
し
い
」
と
声
を
弾
ま
せ
た
。

Ｔ
周
一一最
！小
！！ヨ
ツ
ト

艇
は
青
木
さ
ん
の
手
作
り
で

全
長
六

・
四
財
、　

一
・
五

ント
。

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
世
界

一
周
最

小
艇
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

七

五
年
、

日
本
万
国
博
覧
会
記
念

協
会
が
寄
贈
を
受
け
、

園
内
の

夢
の
池
南
岸
に
展
示
。

風
雨
に

さ
ら
さ
れ

て
塗
装
が
は
げ
落

ち
、

腐
食
も
激
し
か

っ
た
。

昨
年
七
月
、

白
と
赤
二
色
の

美
し
い
姿
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ

う
と
、

ヨ
ッ
ト
愛
好
家
ら
が
「
あ

ほ
う
ど
り
の
会
」

（
中
村
茂
夫

会
長
、

約
二
百
二
十
人
）
を
結

成
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
カ
ン
パ

を
募
り
、

約
五
百
万
円
の
費
用

の
う
ち
約
百
五
十
万
円
を
集
め

た
。

残
り
は
同
協
会
と
青
木
さ

ん
が
負
担
し
、

十
二
月
か
ら
作

業
に
取
り
か
か

っ
て
い
た
。

こ
の
日
の
式
典
に
は
約
二
十

人
が
参
加
。

同
会
の
メ
ン
バ
ー

で
、

今
年
八
月
、

青
木
さ
ん
が

使

っ
た
測
定
器

「
六
分
儀
」
を

譲
り
受
け

て
太

平
洋
横
断
に

挑
む
京
都
市
中

京
区
の
同
志

社
大
四
年
友
田
亨
助
さ
ん
（２６
）

は

「
青
木
さ

ん
が
通

っ
た
ル

ー
ト
の

一
部
を

冒
険

で
き
る

の
が
楽
し
み
」
と
力
強
く
話
し

て
い
た
。

戻った算
晶
岱

一灘狩
越

務

拶
Ｊま

１
で
′―

卜

け

甘
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